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2 分 子 場 RVB理 論
銅酸化物系の高温超伝導はCuO2面で起きている｡ この超伝導現象の最も簡単な有効ハミル
トニアンは正方2次元格子上の強相関ハバード模型であると考えられている【2]｡

















































































Z-/Ds.isDb･DbDAexp[叫 (,,･i; 3^･(T,(QJ･(,ト1))], (13,


























































































































































































5 お わ り に
基底状態エネルギが妥当な正確さで欲しい時には鞍点近似あるいは平均場近似理論は簡単で
有力な方法である｡ しかし､状態の対称性が問題になるとき､たとえば超伝導状態が問題になる
とき鞍点近似がどれほど現象の本質をついているのかは検討が必要に思える｡
凡関数積分法で補助ボーズ粒子場入i(')を導入して局所粒子数拘束条件を課すことは,3節の
議論で､まず大きなUc,の極限をとることに対応する. したがって､補助ボーズ粒子場を正しく
扱う理論ならばスピノンとホロンは局在Lかつ閉じ込められているはずである｡ この点から見れ
ば､鞍点近似理論は全く正しくない｡鞍点近似理論のひとつの拡張は､鞍点解回りの揺動､あるい
はゲージ場の揺動を取り込むことである｡揺動効果でゲージ不変でない一粒子グリーン関数のサ
イト非対角的な成分Sijq(ien)､ただしi≠j､を消しゲージ不変性を回復するのは正しい方向の
ように見える｡ しかし､ゲージ不変量である-粒子グリーン関数のサイト対角的な成分Siq(len)
を(45)式のように消すという意味で､揺動効果により補助粒子を閉じ込めることは､揺動の典型
的エネルギ尺度が無限に大きな場合を除けば､普通はできない｡スピノンとホロン､また対称性
を回復する揺動効果が現実の低エネルギ現象に直接効いてくるシナリオは信じがたい｡
最も本質的なことは､補助粒子の持つ物理的意味である｡補助粒子のスペクトル密度が有限
のエネルギでは消えている事実は､補助粒子は拘束条件のためにフェルミ粒子とかボーズ粒子､
あるいはまた半端な統計にしたがうエキゾティックな粒子とかの範時に入る ｢粒子｣ではないこ
とを意味する｡ そして､分子場RVB理論に現れるスピノンとホロンは元のi-J模型とはなんら
関係ない励起であると推論したくなる｡もし推論が正しければ､スレイブポゾンの方法とスレイ
ブフェルミオンの方法とでフェルミ面の大きさが異なるということは元のi-J模型とはなんら関
係なく､またなんら問題になることでもないことになる｡
付 録
最近の研究によれば､単一サイト近似は無限大次元で厳密である[13]｡そして､ハバード模型
を単一サイト近似で解 くことはアンダーソン模型を解くことに帰着できる【14,15]｡アンダーソ
ン模型への帰着は補助粒子模型でも示すことができる｡ この場合､有限の Uのため二重占拠状態
が許される｡そのため二重占拠状態に対応する､もう一つの補助粒子を導入する必要がある｡ こ
の補助粒子模型で､局所ゲージ対称性は破れていず補助粒子は局在しているとしないと､実粒子
模型と同じく無限大次元で厳密な単一サイト近似理論の構築ができない｡これも補助粒子は局在
しているべきであるという一つの傍証である｡
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